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事業概要
１．目的

フォトバイオリアクター技術および発電所排気ガスを利用した、
バイオジェット燃料原料の大規模生産技術の実用化。

２．期間
2023年4月1日 ～ 2025年3月31日

３．目標（中間・最終）
① 実生産環境下における微細藻類生産の大規模実証
② 大規模実証における実測値を用いた、生産コストおよび

CO2排出削減効果の算出
③ 生産コストおよびCO2排出削減効果の改善策の提示

４．成果・進捗概要
2024年時点で、8か月以上に渡る大規模連続生産を継続。
同大規模生産における生産コストおよびCO2排出削減効果の検証を継続。
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研究開発の概要

実施項目①:実生産環境下における微細藻類生産の大規模実証

実施項目②:微細藻類の大規模生産実証を踏まえた、バイオジェット燃料原料生産に関する定量的な
経済性分析（TEA）およびCO2排出削減効果分析（CO2フットプリント）

目標 (i):2023年度中に大規模微細藻類生産設備内のZONE1-3まで培養を拡大する

目標 (ii):2023年度中に少なくとも二つの培養ZONEを用いた一カ月間以上の半連続生産を実施し、方法
に記載した各種測定項目の経時変化データを取得する

目標 (iii):2024年度中に、ZONE1-3において稼働可能なPBRユニットの半数以上を用い、年間の80%以
上の期間において半連続生産を実施

目標 (iv):2024年度中の実証において、25 ton ha-1 year-1以上の微細藻類バイオマス生産性を達成する。

目標 (i): ⾧期間（300日以上）および大規模（1,500-2,000 m3以上）での生産実証における実測値よ
り、微細藻類バイオマス生産コスト（TEA）および生産におけるCO2収支（CO2フットプリント）を算出
する。算出結果を分析し、微細藻類バイオマス生産におけるコストセンターの同定およびその改善策、
CO2収支改善に資する運用および設備仕様・設計の改善策を整理する。同試算・分析・改善案の整理を通
じて、将来的に2000ha規模での生産を実施した際、微細藻類バイオマス生産コストJPY 300 kg-1となる
施策を策定する。
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微細藻類大規模培養施設紹介
CHITOSE Carbon Capture Central (C4)

2020 – 2022年度実施内容
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大規模微細藻類培養システム所在地

4 / 15

マレーシア、サラワク州、
クチン市
（北緯1度33分16秒）
非常に温暖な気候。気温
は年間を通じて27－
32℃程度。

Sejingkat Power Corporation
150 MW 石炭火力発電所

地図データ©Google 日本

地図データ©Google 日本 画像©Maxar Technologies, Airbus, 画像©2024 Airbus、CNES/Airbus、Maxar Technologies、地図データ©Google 日本
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開発進捗:大規模微細藻類培養システムの構築
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28

2023/02/28

5 / 15



© 2024 CHITOSE Group

開発進捗:大規模微細藻類培養システムの構築
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開発進捗:大規模微細藻類培養システムの概要

ZONE 1

ZONE 2

ZONE 3

Plot 1: 50m × 70 units Plot 2: 100m × 70 units Plot 3: 100m × 70 units

Plot 4: 50m × 70 units Plot 5: 100m × 70 units Plot 6: 100m × 70 units

Plot 7: 50m × 70 units Plot 8: 100m × 70 units Plot 9: 100m × 70 units

ZONE 1
ZONE 2

ZONE 3
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C4における微細藻類大規模生産実証進捗紹介

2023 – 2024年度実施内容
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研究開発の概要

実施項目①:実生産環境下における微細藻類生産の大規模実証

実施項目②:微細藻類の大規模生産実証を踏まえた、バイオジェット燃料原料生産に関する定量的な
経済性分析（TEA）およびCO2排出削減効果分析（CO2フットプリント）

目標 (i):2023年度中に大規模微細藻類生産設備内のZONE1-3まで培養を拡大する

目標 (ii):2023年度中に少なくとも二つの培養ZONEを用いた一カ月間以上の半連続生産を実施し、方法
に記載した各種測定項目の経時変化データを取得する

目標 (iii):2024年度中に、ZONE1-3において稼働可能なPBRユニットの半数以上を用い、年間の80%以
上の期間において半連続生産を実施

目標 (iv):2024年度中の実証において、25 ton ha-1 year-1以上の微細藻類バイオマス生産性を達成する。

目標 (i): ⾧期間（300日以上）および大規模（1,500-2,000 m3以上）での生産実証における実測値よ
り、微細藻類バイオマス生産コスト（TEA）および生産におけるCO2収支（CO2フットプリント）を算出
する。算出結果を分析し、微細藻類バイオマス生産におけるコストセンターの同定およびその改善策、
CO2収支改善に資する運用および設備仕様・設計の改善策を整理する。同試算・分析・改善案の整理を通
じて、将来的に2000ha規模での生産を実施した際、微細藻類バイオマス生産コストJPY 300 kg-1となる
施策を策定する。
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開発進捗:屋外大規模微細藻類培養実証
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目標 (iii):2024年度中に、ZONE1-3において稼働可能なPBRユニットの半数以上を用い、年間の80%以
上の期間において半連続生産を実施
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フル稼働を継続中 (2024年11月時点)

半数以上の連続稼働は約9か月継続中 (2024年11月時点)

拡大遅延

2023年、ZONE一つが稼働
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開発進捗:屋外大規模微細藻類培養実証

0 14 28 42 56 70 84 98 112 126 140 154 168 182 196 210 224

培
養

液
中

バ
イ

オ
マ

ス
濃

度
(g

 L
-1

)

ZONE1、●: Ave. of 50-m PBRs、〇:Ave. of 100-m PBRs (Two Plots)、藻類種④

ZONE2、●: Ave. of 50-m PBRs、〇:Ave. of 100-m PBRs (Two Plots)、藻類種③

ZONE3、●: Ave. of 50-m PBRs、〇:Ave. of 100-m PBRs (Two Plots)、藻類種④

半連続培養中、基本的にろ過液は、収穫による減少分を追加後、全量を常時再利用。

CO2の供給が不安定。排ガス供給が不十分な期間の生産性が非常に低い。

規模の大きいPBRにおいて、水平方向の撹拌改善が必要。

⾧期的な半連続培養を継続中。年間8割以上の稼働は達成見込み。

11 / 15



© 2024 CHITOSE Group

研究開発の概要

実施項目①:実生産環境下における微細藻類生産の大規模実証

実施項目②:微細藻類の大規模生産実証を踏まえた、バイオジェット燃料原料生産に関する定量的な
経済性分析（TEA）およびCO2排出削減効果分析（CO2フットプリント）

目標 (i):2023年度中に大規模微細藻類生産設備内のZONE1-3まで培養を拡大する

目標 (ii):2023年度中に少なくとも二つの培養ZONEを用いた一カ月間以上の半連続生産を実施し、方法
に記載した各種測定項目の経時変化データを取得する

目標 (iii):2024年度中に、ZONE1-3において稼働可能なPBRユニットの半数以上を用い、年間の80%以
上の期間において半連続生産を実施

目標 (iv):2024年度中の実証において、25 ton ha-1 year-1以上の微細藻類バイオマス生産性を達成する。

目標 (i): ⾧期間（300日以上）および大規模（1,500-2,000 m3以上）での生産実証における実測値よ
り、微細藻類バイオマス生産コスト（TEA）および生産におけるCO2収支（CO2フットプリント）を算出
する。算出結果を分析し、微細藻類バイオマス生産におけるコストセンターの同定およびその改善策、
CO2収支改善に資する運用および設備仕様・設計の改善策を整理する。同試算・分析・改善案の整理を通
じて、将来的に2000ha規模での生産を実施した際、微細藻類バイオマス生産コストJPY 300 kg-1となる
施策を策定する。
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開発進捗:屋外環境下におけるPBRを用いた微細藻類培養
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藻類種① 培地①＆②

藻類種② 培地②

22.6 ton ha-1 y-1 (16.5 – 34.3 ton ha-1 y-1)
(at 330 d y-1 & 100 L m-2)

25.5 ton ha-1 y-1 (17.4 – 31.1 ton ha-1 y-1)
(at 330 d y-1 & 100 L m-2)

目標 (iv):2024年度中の実証において、25 ton ha-1 year-1以上の微細藻類バイオマス生産性を達成する。

温度試験
温度調整による生産性維持を確認
スプリンクラー停止時水温37-38℃
スプリンクラー稼働時水温32-34℃

栄養欠乏試験
追肥による生産性維持を確認

追肥 再開

停止

①低濃度培地 ②通常培地

収穫方法試験（剪断力）

豪雨による雨水流入

不十分な撹拌・混合による測定誤差
PBR破損による培養液漏れ
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開発進捗:屋外環境下におけるPBRを用いた微細藻類培養
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1.0-1.5%以上のCO2供給により
生産性が比較的安定的に向上

大気中CO2のみだと、光障害が明確化。
生産が低く、短期的な収穫は望ましくない。

0.5-1.0%程度のCO2では、
一定の生産が見込めるが、
他の要因により生産が安定しない。

CO2（排気ガス）供給体制の安定化を継続的に実施中。
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研究開発の概要

実施項目①:実生産環境下における微細藻類生産の大規模実証

実施項目②:微細藻類の大規模生産実証を踏まえた、バイオジェット燃料原料生産に関する定量的な
経済性分析（TEA）およびCO2排出削減効果分析（CO2フットプリント）

目標 (i):2023年度中に大規模微細藻類生産設備内のZONE1-3まで培養を拡大する

目標 (ii):2023年度中に少なくとも二つの培養ZONEを用いた一カ月間以上の半連続生産を実施し、方法
に記載した各種測定項目の経時変化データを取得する

目標 (iii):2024年度中に、ZONE1-3において稼働可能なPBRユニットの半数以上を用い、年間の80%以
上の期間において半連続生産を実施

目標 (iv):2024年度中の実証において、25 ton ha-1 year-1以上の微細藻類バイオマス生産性を達成する。

目標 (i): ⾧期間（300日以上）および大規模（1,500-2,000 m3以上）での生産実証における実測値よ
り、微細藻類バイオマス生産コスト（TEA）および生産におけるCO2収支（CO2フットプリント）を算出
する。算出結果を分析し、微細藻類バイオマス生産におけるコストセンターの同定およびその改善策、
CO2収支改善に資する運用および設備仕様・設計の改善策を整理する。同試算・分析・改善案の整理を通
じて、将来的に2000ha規模での生産を実施した際、微細藻類バイオマス生産コストJPY 300 kg-1となる
施策を策定する。
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開発進捗:LCA
目標 (i):
⾧期間（300日以上）および大規模（1,500-2,000 m3以上）での生産実証における実測値より、微細藻類バイオマス
生産コスト（TEA）および生産におけるCO2収支（CO2フットプリント）を算出する。算出結果を分析し、微細藻類バ
イオマス生産におけるコストセンターの同定およびその改善策、CO2収支改善に資する運用および設備仕様・設計の改
善策を整理する。同試算・分析・改善案の整理を通じて、将来的に2000ha規模での生産を実施した際、微細藻類バイ
オマス生産コストJPY 300 kg-1となる施策を策定する。

LCA・CO2フットプリント 生産コスト

曝気電力 肥料 PBR培養槽 建設・維持費 電力費用 人件費≫ › ≥ ≥
暗期における異なる
曝気条件の影響
● 停止無し
〇 1/2曝気停止
■ 1/3曝気停止
□ 1/4曝気停止
◆ 1/6曝気停止
◇ 1/12曝気停止

夜間の曝気調整により、
曝気コストが約半分に。
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資材選定、設計改善、施工プ
ロセス改善、オペレーション
の自動化・簡略化、等による
建設・維持費、人件費の改善


